
 

 

 

スタジオの新型コロナウイルス感染症対策について 

   

 新型コロナウイルス病禍に対し政府、或いは政府招集による専門家会議等で示された基本方針

や提言に基づき、概ねそれらに準拠した上でバレエ教室特有の状況を勘案して日本バレエ協会が

作成したものを基に、当スタジオの取り組み及びルールを決めました。以下のルールを守りなが

ら、安心してレッスンに取り組みたいと思います。 

 

感染防止の 3 つの基本 

① 身体的距離の確保 

・人との間隔はできるだけ 2ｍ（最低１ｍ）空ける。 

・更衣室での間隔を 1ｍ以上空ける。 

・定員はバー1 本あたり 2 名までとし、ピチカート、カノンクラスは 1 クラス 9 名まで、ロ

ンド、レガート、一般クラスは 1 クラス１０名までとする。振替を含めてこの人数を超過し

ないようにする。そのため欠席、振替は予め分かっている場合は必ずスタジオに通知する。 

② マスクの着用 

③ 手洗い・消毒 

・入口に消毒用薬液を常備し、生徒・教師共に入室時には必ず手指の消毒を習慣づける。 

・手洗いは 30 秒程度かけて水と石鹼で丁寧に洗う。（手指消毒液の使用も可） 

 

バレエ教室としての対策（教室側） 

・ドアノブ、バーは頻繁に消毒する。 

・床は、一日 1 回消毒液を散布し、モップ掛けをする。 

・更衣室、トイレの清掃・消毒は毎日行う。 

・室内は常時換気を行う。 

  ・バレエシューズ、ウエア、ヘアゴム、ピン等の貸し出し中止。 

  ・更衣室の雑誌等の閲覧禁止。 

・レガートクラス更衣室の私物用収納ボックスの共同使用の禁止。一人ずつに支給。 

 

バレエ教室としての対策（生徒側） 

  ・水筒、ペットボトルなどを用意して頻繁に水分を補給する。 

  ・友人・姉妹間での稽古着やシューズ、タオル類の貸し借りは行わない。 

  ・咳やくしゃみが出そうになったら稽古を中断してタオルで顔を覆う。 

  ・来校時間、退出時間に考慮し（30 分以内）、教室が「密」状態になるのを避ける。 



  ・稽古着は毎回洗濯済のものを着用の事。 

  ・教室内での食事、おやつは禁止とさせていただきます。 

 

レッスンでの対策（教室側） 

  ・マスク着用で指導。生徒にあまり顔を近づけず大声で叫ばない。 

  ・センターレッスンでは順番待ちの生徒が密にならないよう間隔を空けて待機させる。 

  ・生徒に直接触れる際には、前後に手指の消毒を行う。 

   

次の症状がある方など、該当する点がある方は、出席をお断りさせていただきます。 

  ・本人は勿論、同居人に熱（37，5°以上）や風邪症状がある方。 

  ・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさがある方。 

  ・咳、痰、胸部に不快感のある方。 

  ・味覚・臭覚に少しでも違和感のある方。 

  ・同居家族や身近な知人に感染症陽性とされた者との濃厚接触の疑いがある方。（濃厚接触

者とは、患者が発病した日以降接触した者のうち、次の範囲に該当する者をいいます。 

   ◎患者と同居あるいは長時間の接触があった者。◎患者とマスクなしで１ｍ以内 15 分以

上の接触があった者。） 

  ・その他、新型コロナウイルス感染の可能性がある方。 

  ・受講日から起算して過去 14 日以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とさ

れている国・地域への渡航、並びに当該在住者との濃厚接触がある方。 

 

 

 上記ご理解のうえ、受講いただくようお願いいたします。 
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